
水土里ネットは、地域のため、熊本のため、日本のため 
そして、地球のために活動しています。

地域のため

日本のため

熊本のため

地球のため

農地や水路などの土地改良施設の維持管理を地域
住民の皆さんと一緒に行っています。

田植え体験や生き物調査など、子どもたちへ教育、
学習の場を提供しています。

農地の区画整理をきっかけに農地集積を進め、地
域の中心となる担い手を支援しています。

農業農村の生産基盤を整備することで、米だけでは
なく、野菜等も生産できるよう農地の汎用化を進め、
日本の食料自給率の向上に貢献しています。

農業用施設を適切に管理することで、安心で安全な
農産物の生産に貢献しています。

澄んだ大気やきれいな水、美しい緑などの癒しや
安らぎをもたらす美しい原風景を保全しています。

農地、農業用施設を管理することで、大雨時には水
田に水を貯め、ダムの機能を果たすなど、防災・減
災に努めています。

くまもとの水土里ネットで連携を深め、災害時に協
力し合うなど一丸となって活動を行っています。

くまもとの地下水を守るために、森林を守り、育て
ています。

生物多様性など環境に配慮した施設の整備・管理を
行っています。

小水力発電など再生可能エネルギーの導入を進めて
います。

阿蘇地域世界農業遺産の認定などにより、くまもと
の水土里ネットの取り組みを世界に発信しています。

※国連食糧農業機関が、伝統的な農業の手法・文化、生態系との共生環境などをもつ
地域を認定し、それを保全する制度。日本では2件が登録済。阿蘇地域は現在申請
中。（平成25年2月現在）

世界に類のないカルデラと共生する農業小水力発電施設

水源を守り育てる植樹活動水田湛水によるダム機能の発揮

美しい原風景の保全食料の安定供給

子どもたちの田植え体験農業用用排水路の維持管理活動
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● 正式名称を「土地改良区」という農家の組織で、農地の整備や農業水路の維持管理のほか、住民の方々と
連携した地域づくりや地域農業の振興のために活動しています。

● 熊本県土地改良事業団体連合会（愛称：水土里ネット熊本）は、土地改良区を支援しています。
http://www.higosanae.or.jp


